第１５回　役員会　議事録
日　時　　平成２３年９月２６日（月）　午後６時３０分～午後８時３０分
場　所　　登別市市民活動センター　２階　市民活動室Ｄ
出席者　　木村義恭、田中寛治、平田誠治、関修、大山口光男、瀧川正義、

合田美津子、川田弘教、平田和弘（議事録担当）、河村信義、中原義勝、

岡田敏治、片岡光子（敬称略）

◆
審議・確認事項

１．会長より

（１）本日の会議の進め方は企画委員会の報告、その他として、合田さんからの意見書の検討項目を討議します。

（２）役員会の進行について

①本日の議事録は平田和弘さんが行う。次回は合田さんです。

２．審議内容

（１）
企画委員会の進捗報告

①事業見直しに関する企画委員会

・職員の意識改革を進めるにはプランを作ることが目的ではなく、自らがその計画に向って達成するための実践計画の中に、「推進体制・スケジュール・予算等」を組み込み、計画を意識して推進することにある。
・今までの整理では、事業全体を見渡し、検討テーマを絞りながら１０回の検討を重ねたが公示資料だけでは事業内容が不明確で、なかなかテーマを絞りきれないこともあり、ある程度の整理が終ったら、意見交換方式で提案書をまとめていくことにしたい。
・当面の取り組み対象として絞り込んだテーマ「登別市行財政改革実施プラン」の中から、「５．職員の意識改革　③人事評価制度の確立　④職員提案制度の見直し」についての、取組方法及び想定される議論対象事項の骨組みについて整理していくことにする。
・資料の構成は、これまでの意見交換・協議の内容と、先のＨ２３年度第２回定例議会での「行財政改革実施プラン」に関する石山議員の質疑応答内容を軸とし、関連する私見・推定事項を付加して全体像を分類整理する。そして、分類毎の問題点・課題とその解消・改善策についての案を作成する。
・企画委員会内部は１０月末、職員との意見交換を１１月に予定し、翌年に行政側との意見交換が出来るように進めて行きたい。

②全市観光に関する企画委員会
・前回の検討会で、事務局から推進方法の提案があったり、「ご当地検定（仮称：のぼりべつの観光文化検定）」が先行して、各委員の進め方の方法や意識に　　差異があり、混乱しているとの意見があって、ここで整理することにしたい。
・
「全市観光」と「ご当地検定」は切り離し、まず、「住みよいまちづくり」の全市観光で「何を」「どこまで」取り上げるのかの原点に立ち返り、推進していくことにしたい。
・幸い、各委員に分担した分野別のテーマの情報がだいぶ集まっているので、内容と進め方を整理する。
・その検討の主幹は企画委員会で行うが、その後、関連団体と協議を図って行きたい。
・「ご当地検定」についてはワーキンググループを作って推進するかどうか協議したい。
（２）≪自治推進委員会９月例会：合田意見書≫についての討議
・執行部や各委員そして運営方法への疑問点が提示され説明があった。
自治推進委員会の位置づけや検討テーマの推進方法の難しさなど、全員が悩みを持ちながら手探り状態で進めており、個人的な問題は責めることではなく、協力し合っていくべきとのことになった。
◎次回開催日時等について
●日時　平２３年１０月２７日（木）　１８時３０分～
●場所　登別市市民活動センター　２階　市民活動室Ｄ
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